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１．はじめに 

テーマ「交流人口の増加」 

 

 

「鯖江市に観光として訪れる人の増加」 

 

 

 

 

 

 

 

鯖江市の魅力を生かせる
体験型ツアーの提案 

愛着 
つながり 

定住人口の
増加 

リピーター
の確保 



２．現状分析 

強み 

・鯖江市では地域を学ぶ授業がある 

→学んだ知識を発揮する場の必要性  

・学生との連携が強い 

→学生を呼び込む土台 

・熱心な地元の受け入れ体制 

→受け入れた際の手厚いおもてなし 

・河和田地区に残る古民家 

→散策をして魅力を感じてもらう 
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http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=vKysSqF48v1CYM&tbnid=TTGIOZBnDllaNM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/tokei/koukoku/24furusatofukuikoukokujyusyou_s.html&ei=L_5AUvX9BIWfkQXhyIHACw&bvm=bv.52434380,d.dGI&psig=AFQjCNEsD3ZTneI0sy7DOr2jlo1S7KZPfQ&ust=1380077395614837


２．現状分析 

弱み 

・不便な交通 

→宿泊を伴った観光プランを提案する必要性 

 

・三大地場産業（眼鏡・漆器・繊維）の衰退 

→知ってもらい、体験してもらうことで、鯖江ブランドの確
立と知名度の向上を図るべき。 

鯖江までの時間 

京都から (JR利用) 
 

1時間23分  

大阪から (JR利用) 1時間50分 

名古屋から (JR利用) 1時間36分 

東京から (JR利用) 3時間25分 

小松･東京間空路利用 
(小松･福井間JR利用) 

1時間42分 

移動時間が長い印象 

鯖江市の魅力を生かせる
体験型ツアーの提案 



３．企画案 

「また会いに行きますツアー」 
対象：県内外の大学生と市内の中高生 

時期：5月ゴールデンウィーク 

内容：二泊三日の鯖江市体験型ツアー 

・地域を学ぶ授業 

・土地勘があり行
動範囲が広い 

既存の学生
連携を活用 

紹介地図
作り 産業体験 



４．企画案詳細 

○１日目「産業体験」 

JR鯖江駅集合、本日のルート確定（昼） 

 

各コース（眼鏡、繊維、漆）に分かれて産業体験 

 

宿泊先で炊飯（夕方） 

 

①産業体験レポート作成 

②明日散策するルート決定 

＊体験した産業以外の2産業は必ず回る 

 

 



４．企画案詳細 

○2日目「散策による、新たな魅力の発見」 

前日考案したルートを、クイズを解きながら散策 

（午前中～夕方） 

＊1日目に体験で回った箇所は除く 

 

宿泊先で炊飯（夕方） 

 

鯖江紹介地図を作成（夜） 

翌日の『鯖笑の魅力発表会』の準備 

 

 



クイズ例 

 

①漆器に使っている器は 

   (     )の木が多い 

②蒔絵や沈金の技術が 

 導入されたのは(        )時代 

③越前漆器のはじまりは(     )年前 

 



地図例 

☆めがねミュージア
ム 

（感想）色んな種類があって
凄いと思いました。職人さん
と話せてよかったです。体験
楽しかった！！ 

☆うるしの里会館 
（感想）職人さんが作業して
いる姿を見れて感動し
た！！かっこいい！！ 

田んぼ道 
移動中のベストショット！！
夕日がやばい。皆見るべき
だと思う！！ 

☆繊維会館 
（感想）織るだけで
なく、糸染めから
縦糸を整える工程
が見ることができ
ました！！ 

やまぎし食堂 
（感想）やまぎし食堂のア
イスがとにかく濃厚だっ
た！お店の人も優しかっ
たなあー。 



４．企画案詳細 

○3日目「魅力の共有、思い出作り」 

『鯖笑の魅力発見会』（午前中） 

①1日目に体験した産業体験レポート 

②2日目に完成した鯖江紹介地図 

 

畑に移動し、特産品栽培（昼） 

 

解散（夕方） 

 



４．企画案詳細 

○後日「また鯖江においでよ！」 

地元中高生から大学生へプレゼント（3点） 

・メッセージカード 

・完成した特産品 

・招待状「来年も本ツアーに参加しませんか？」 

 

 
「あの時楽しかったなあ」「あの子たち元気かなあ」 
参加者がリピーターになる仕掛け作り 



５．ねらい 

 

 

 
鯖江の新たな魅力・課題を 

発見する、「おもてなし」の心を養うきっかけに！ 

 

 

      

中高生 

大学生 

鯖江の魅力を知ってもらう！ 

地域住民とのつながりをもってもらう！ 



５．ねらい 

・地元を知る中高生と、そうでない大学生の交流 

＝鯖江の課題をともに考え、ともに学ぶ 

・地域住民と大学生との交流 

＝鯖江市とのつながりを感じ、愛着をもつ 
      

      

 

      

 

鯖江の魅力を知るきっかけに！ 

「また会いたい」と思わせる 
 

 

 



６．まとめ 

 

 

「また会いたい」と思わせるツアー 

観光 

教育 産業 

紹介地図作り
を通して 



     

 

           ご静聴ありがとうございました！！ 

 

 

 


